
24 137 7 0 3 0 0 0 11 3 0 0 0 0 0 20 101 6 0 7 0 4 2 3 5 1 0 0 5 3
3 19 1 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 10 52 2 0 4 0 1 1 2 1 0 1 0 5 3
4 16 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

第１シード、２大会ぶりの甲子園出場を目指す仙台育英とノーシードから勝ち上がり３３大会ぶりに決勝進出をした学
院榴ケ岡の一戦。
　先制したのは仙台育英。１番田山が右前安打で出塁し、犠打と四球で二死一二塁にすると、５番和賀の左前適時打で
得点した。５回に２点を追加し、３－０で迎えた６回裏無死満塁から１番田山の犠飛、２番倉田のスクイズで２点を追
加し５―０とした。８回には一死から代打の原が左越三塁打で好機を作ると５番和賀の二点右中間適時二塁打を含む４
得点を挙げ、１０―０で2大会ぶりの甲子園出場を決めた。
　ここまで逆転の試合を重ねてきた榴ケ岡。随所に安打や盗塁などで好機を作りはしたが、仙台育英の先発吉川から７
回までに１１三振と、粘りの打線が振るわなかった。榴ケ岡の先発の佐々木の要所を締める投球と全員でピンチを凌ぐ
姿など、両チームの戦いぶりは決勝戦に相応しい試合となった。

梶井 湊斗

【評】

東 陵 赤 間 朔

学 校 名 氏 名

仙 台 育 英 吉 川 陽 大

東 北 学 院 榴 ケ 岡 佐 々 木 健 斗

仙 台 第 一 藤 田 拓 実

第１０７回全国高等学校野球選手権宮城大会　優秀選手

吉川 陽大 佐々木 健斗
刀祢 悠有希 伊藤 泰雅

犠飛 三振 四球 死球 暴投 ボーク投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打暴投 ボーク 失点 自責点 投手名 打数本塁打 犠打 犠飛 三振 四球 死球投手名 打数 投球数 投球回数 投球回端数 被安打 失点 自責点

打左 佐々木 義 1 0 0
0 0
0 0

投 刀祢 悠有 0 0 0 三 今野 太賀 0

0 0
打 杉山 育夢 1 0 0 打 遠藤 滉介 1

0 0
（投） 吉川 陽大 2 2 0 三 七 森 飛 0

0 0
（三） 髙田 庵冬 4 2 1 （三） 佐々木 琥 1

0 0
（遊） 砂 涼 人 3 1 0 打 平山 翔太 1

0 0
二 中岡 有飛 1 0 0 投 伊藤 泰雅 0

0 0
走 山中 琉空 0 0 0 打 高橋 正眞 1

0 0
（二） 有本 豪琉 4 1 0 （投） 佐々木 健 2

0 0
（一） 和賀 颯真 4 2 4 （一） 鈴鴨 沙生 4

2 0
（捕） 川尻 結大 3 0 0 （捕） 佐々木 大 4

0 0
投 梶井 湊斗 0 0 0 （右） 武田 琉平 3

1 0
（左） 土屋 璃空 2 1 1 （左） 佐藤 浩佑 4

0 0
打中 原 亜佑久 1 1 0 （二） 後藤 翔太 4

1 0
（中） 倉田 葵生 1 0 1 （遊） 鈴木 幸心 4

安打 打点

（右） 田 山 纏 3 1 1 （中） 阿部 真心 2

【 仙 台 育 英 】 打数 安打 打点 【 東 北 学 院 榴 ケ 岡 】 打数

▽二塁打
なし (東)

▽暴投 伊藤1(東) ▽捕逸 なし 和賀 (仙)

【東】 佐々木健,伊藤 ― 佐々木大 ▽三塁打 原(仙)
【仙】 吉川,刀祢,梶井 ― 川尻

（球） 佐藤　圭 （一） 布田　秀斗 （二） 佐藤　拓哉

0 0
（ ［右］鴇田代志昭[左]野田学 ）

▽本塁打 なし（三） 雁部　博昭

8 1 8 7 5 1110 【仙】 30 112 2 1 4 X仙 台 育 英 1 0 0 0
0東北学院榴ケ岡 0 0 0 0 0 0 0 0 4 00 【東】 31 4 0 20 0 0 0 00 0 4 15 8

決勝 楽天生命パーク宮城 2 時間 47 分 打 安

第107回全国高等学校野球選手権宮城大会 
□大会第14日目 7 月 28 日 （ 月 ）

失 併点 盗 犠 四 三 残


